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１．課題の名称等  

研究開発課題名  ： 
超高純度 Mg の生体内溶解速度と強度制御技術確立による新規 Mg

合金製インプラント材料の開発 

研 究 責 任 者 ： 上田 恭介（東北大学） 

 

２．研究開発の目的 

顎顔面や脳外科領域での骨折治療時に使用するインプラント（骨プレート）において、従来のチタン

合金は溶解しないため、骨接合後に摘出手術が必要である。本課題では、骨接合後に生体内で溶解

することで摘出手術が不要となり、低侵襲治療が期待される、亜鉛のみを少量含む超高純度マグネシ

ウム材料を開発する。不均一溶解の原因となる不純物元素を含まない本材料の生体内での強度・溶

解性の制御技術確立により、インプラント使用部位に応じた最適な強度、溶解性を持つ材料を提供す

る。 

 

３．研究開発の概要 

3-1. 研究開発の実施概要 

真空蒸留法により、亜鉛以外の不純物を含まない超高純度マグネシウムビレット作製プロセスを確

立した。このビレットは熱間押出により板材へ加工可能であり、加工条件の制御によって機械的特性お

よび異方性を調整できた。超高純度マグネシウムは従来の市販純度材に比べて優れた耐食性を示

し、擬似体液中での溶解に伴う強度低下も緩やかであった。以上より、骨プレートなど生体内溶解性デ

バイス用材料として、本研究により開発した亜鉛のみを含む超高純度マグネシウムを提案する。 

 

3-2. 今後の展開  

本研究では、超高純度マグネシウム-亜鉛板材の作製プロセスを確立し、高強度・高延性化や溶解

性抑制の知見を得て、生体内溶解性骨プレート材としての有望性を示した。実用化には骨プレートプロ

トタイプ作製や加工・表面処理の最適化が課題であり、企業との共同研究や助成を活用して推進する

計画である。学術的には、超高純度マグネシウムの基礎物性値や亜鉛添加の影響を解明し、第一原

理計算との連携で理解を深化させる。 

  


